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p紺S豆on(CBPもS)動注療法の検討
一･.CDDPILipiodoISuspensiontCPI... S 〕

･ … ･ I ･Ll ∴､:
長谷川隆男 中瀬蟹 亮子
渡辺 長_牛 (同 華剤郡1

我 々は各軽肝睦壕に対 L (_i)I...S を動江 しこi(i.79oL')

轟効率を得たが,消化器症状および肝障害が高率をこみち

Itた, 今回創作f~f巨り少左いLpL_いわれる ('BtX二A LIT)1.一ip-

io(lotSLISPenSi川1封乍成 上 各種肝瞳喝15例に動注 し

た.そL')結果転移性肝瞳将 9例申2f札 原発性肝臓埼 1̀

例中 1)例に f)R か得 :,わ た し奏効率 L)6.7%). しか し

他し7)転移性肝陣場 7例 はすべて f'Ⅰ~)であり LipiodoI

L7~〕沈着も小良であ 三一ことか !-I).有効 とはいえなか---1た.

副作f~fトロよ(i-)I_JSに比 し消 化器症状 は軽減 したが,血

小板減少が100(iL･T)症例にム Lt)わ た. 今後解決すべき問越

は転移性肝腫癌 で(り IJipiodol沈着の悪 さ上停滞時間L])

飽きと思われる.

19)虹 移 性 1旧 編 こ対 す る リザ ーバ十裾 i:_化学療
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同 第-外科)

皮下埋め込ふ式 り→トー′ミ-にLL引丈復動注TL'/[･墳法を

行った転移性肝癌こも岬j(EFfiJ癌9例,大腸癌25例)に対 し,

臨床的検討を加は た.虐接効果は.胃癌例で Ⅰ-)R 5例.

NC,3例,1)I_) 1例,大腸癌例では i)I(9例.NC 14

例,PI)2例,奏効率は,全体で′llOb'であった.また.

Mcicr法を用いて簿LIH た結果, 1年fHT-･率は50%,

2年生存率は1700であった.死亡例22例のうち,肝不全

によるものは8例,369,bであ-･･-た.合併症として. 2例

に胃 ･十二指腸粘膜病変を認めた.今後は,他嫌器転移

に対する対鼠 無効例に対 しての注入薬剤の検討,長期

継続例における負担軽減についての再考が必要と思わIt

る.

20)肝門部胆管癌に対する尾状葉合併肝葉 別棟

衝の経験

目玉 義昭 ･清水 武昭 ‖言葉聞病院外科1

村山 久夫 ･吉日 僅EIF]
船越 和博 ( 同 内科)

肝l･】【澗;胆管癌はそL')解剖学的関係に｡-Lり最も外科洲棄

困難左悪性績噂の --つである.倍楽園病院に於いて過去

6年間に7例が切除可能であー-,た.胆管切除術を行--､た

症例は3例であるが.いずれも浸潤型L')胆管癌で胆管切

離面に癌浸潤を認れ 最長術後 1)隼1･1日~トで再発し胆管

予での胆管切除では 限 界 が あ る た め , 手術方針を改め癌

が進展 していると思 わ れ る 胆 管 を 酎 凝 縮 を含め可能な限

り尾状葉を含め切除す る 芸 と と し た . こ の 方針をこ基づき

疏,d~封大集合仰1｢鮭切 除 術 行 ･,た 3 例 を 申 し､に 報告した.

F'朋酎立,肝動脈州 1,'l定 し少 左 上 L-_も 亜 区 域 L べ !Ll･癌

の進展範囲診断が必要で あ り , 中 で も 3 % ウ ロ グ ラ ブイ

ン胆管内注入 rIーが有用 で あ ー-､た .

21)AFP 高伯を示した.EJtl.嚢癌ハ 1例
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(新潟大学第三内科)

症例は59れLT)良-悼.胆j]'痘:I,~′':i:./ミ十･-!トー-シ-･く:fJ-

よび無症候性 Hl汎'キ-ロ ト)'一一で当村外来にて通院加

療率に AFP が高儀となり腹部魔窟波検査で肝門部付

近に腰療像を認めたため嗣二細胞癌の疑いでÅ院.Å院時

血中 AFI)が 1L)113ngmlド/ニIliJL化率86901と高lL_El;.

CEA が 6.2ng:mlと軽度_l二昇を示 している以外は肝

機能検査をこ異常は認められなかった.その後の各種画像

診断にて リソバ節転移を伴った胆轟休部の胆嚢癌と診断

し,払大胆喪摘出及び肺頭 上二指腸切除術を施行 した.

胆燕CT)原発輿は乳頗腺癌の形態を示 していたが胆蕪壁内

浸潤部や りンべ節転移巣では低分化髄様型を示す部分を

認め,酵素抗体法によE)主として同部位に AFP陽性

継目抱が証明された.


